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【平成20年度に実施された具体的な取組（例）】

・産業界からの意見を取り入れたカリキュラム標準

 
J07の策定や共通キャリア・スキル・フレームワークの

 
策定による学生への知識体系等の提示などを産学

 
連携により実施

 

【情報処理分科会】

・IT・エレクトロニクス製品を用いて実践力やイノベー

 
ション力を養成するモデルカリキュラムを開発
【電気・電子分科会】

・「次世代グローバル経営者育成」、「アジア現地トッ

 
プ養成」を目的とするプログラム開発を実施
【経営・管理人材分科会】

「産学人材育成パートナーシップ」「産学人材育成パートナーシップ」は、人材育成に関し大学と産業界の連携・協力を強化するため、産学が連携し

て双方の対話と取組の場を創設するもの。産学の横断的課題や業種・分野的課題等について幅広く議論を行うこ

とで、人材育成に係る産学双方の共通認識を醸成産学双方の共通認識を醸成し、その後の産学双方の具体的な行動産学双方の具体的な行動に繋げていく。

「社会総がかりで教育再生を「社会総がかりで教育再生を

 

－第三次報告－」（平成１９年１２月１５日－第三次報告－」（平成１９年１２月１５日教育再生会議教育再生会議））

○人材育成に関する大学と産業界の連携・協力等のための会議（「産学人材育成パートナーシップ」）の活用や

学術関係団体との連携等により、大学は、社会の要請にあった質の高い卒業生を送り出す。

「経済財政改革の基本方針２００７」（平成１９年６月１９日「経済財政改革の基本方針２００７」（平成１９年６月１９日閣議決定閣議決定））

 

（抄）（抄）

○産学双方向の対話（「産学人材育成パートナーシップ」）等を推進する。

※オブザーバー：文部科学省、経済産業省
日本学術会議
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＜全体会議＞

◆日本経団連 、

 

経済同友会、日本商工会議所

◆国立大学協会、公立大学協会、私立大学協会、私立大学連盟

◆各分科会議長
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※ 日本学術会議と官（文部科学省と経済産業省）はオブザーバー

産学人材育成パートナーシップ
資料６
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～

 
日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）によるプログラム認定～

●ＪＡＢＥＥは、技術者教育の実質的同等性を相互承認するワシントン協定（※）に加盟しており、ＪＡＢＥＥが認定した大

 
学の技術者教育プログラムは、加盟国の認定システムおよび同一分野の技術者教育プログラムと実質的に同等と認

 
められる。また認定審査においては産業界からの協力、支援の仕組みが構築されている。(※ アメリカ、カナダ等13カ国が加盟)

分野別認定プログラム数

JABEE認定基準

JABEEと各組織との関係
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～

 
生涯職業能力開発体系

 
（雇用・能力開発機構）～

●生涯職業能力開発体系とは、「仕事を行うために必要な職業能力である知識及び技能・技術を明らかにし、さらに
この職業能力の教育訓練をどのように進めるかについて段階的かつ体系的に整理したもの」

研修の体系

仕事の体系 仕事のレベル

 

（難易度、専門性、

 

重要度等）

・・・職務分析データ（４５業種

 

約１２００職務）
業種

部門 職務 仕事

作業

・・・中分類（例）
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～

 
職業能力評価基準

 
（厚生労働省

 
中央職業能力開発協会）～

●職業能力評価基準とは、「企業や団体において、労働者が発揮することを期待される仕事上の成果につながる行動
と、そのために必要な技能・技術及び知識を職務別に記述したもの」

全体構成（様式1）

能力ユニット一覧
（様式2）

職業能力評価基準
（様式３）
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